
対象 Ａ％ Ｂ Ｃ Ｄ 評価 全体

児童 45 42 11 2 3.3

保護者 26 52 18 4 3.0

職員 46 54 0 0 3.5

児童 29 52 14 5 3.1

保護者 20 59 18 3 3.0

職員 33 67 0 0 3.3

児童 61 23 13 3 3.4

保護者 33 56 9 2 3.2

職員 26 57 17 0 3.1

児童 38 31 22 10 3.0

保護者 14 22 46 18 2.3

職員 22 52 26 0 3.0

児童 38 39 20 3 3.1

保護者 9 50 36 5 2.6

職員 26 65 9 0 3.2

令和７年度　　日向市立財光寺南小学校　　学校評価

重点目標 学校運営協議会委員の
御意見

2
望ましい学習
習慣の定着に
向けた手立て
の工夫

〇定着には家庭の協力も不可欠だと感
じるが、保護者の、学習に対する考え
が二極化しているとも考えられ、課題だ
と思う。
〇デジタル多様化に伴って利便性ばか
り追求しすぎる事で起こりうるコミニュ
ケーションカの低下等気がかりな一面
もあるが是非、明るく対話のできる雰囲
気づくりに努めてほしい。

3
 家庭学習の
習慣化に向け
た手立ての工
夫

〇CRTを実施しているが、保護者が見
るのは結果のみで、どんな内容で、ど
の問題を間違えたか不明である。CRT
の結果が先生方の役に立っているので
あればよい。
〇上の２つと同じで保護者の関わりで
大きな差ができると思われる。家庭の
協力がぜひ必要であると考える。
〇ずれの原因は、児童はただやってし
まえば結果は関係なく満足評価してい
る事。その結果に対し、保護者、先生
は最終フォローのあるべき姿に課題が
あると感じていると事だと思う。
〇学校、家庭と連携し、常に情報の共
有化を図りながら進めていく事が重要
だと思う。

1

分かりやす
い授業に向
けた手立て
の工夫

〇はなまる先生として授業に入らせて
もらっているので、各先生方が工夫をし
ながら授業してくれていると感じてい
る。
〇各学年で様々な工夫がなされている
と思う。
〇研究主題をより具体化し、結果だけ
を求めずに、活動のプロセスも振り返り
ながら確実に実践につなげて下さい。
また、教育研究所の実践事例等も紹介
されている様です。是非、参考にしてい
ただきたい。
〇デジタル多様化に伴う技術の習得等
先生方も大変と思いますが有意義な学
びが出来るシステムの構築をお願いす
る。
〇タブレットの活用など児童が意欲的
に学べる授業づくりが進められていると
感じた。

4
読書習慣の
定着に向けた
手立ての工夫

〇「調べる習慣」を身に着ける事から実
践してはどうだろうか。調べることはイ
ンターネット、本であれ必ず文字を読む
事から始まるので習慣づける事で好奇
心を持つようになれば、次の展開につ
ながると思う。
〇まずは「調べる習慣」への仕掛けづく
りに取り組んでみてはどうか。
〇読み聞かせの導入等の検討をして
ほしい。

確
か
な
学
び

3.3

3.1

学校の合い言
葉「かしこく」 3.05

〇左記、目標に対する児童への質問内
容が少し難しすぎると感じた。
もう少し、合言葉の「かしこく」を具体的
なわかり易い質問内容にするとより正
確な評価になると感じた。
〇自分の目標像をしっかりと自覚でき
る児童育成をお願いする。

○　昨年度　3.1、2.2、3.2　ave2.8
○　昨年度同様、読書については、児
童・保護者・職員ともに低い評価となっ
た。活字離れ・文章離れの進行は深刻
である。
◇　学校での読書推進だけでなく、家庭
でも読書を推進してもらうよう、読書の
効果について各種通信や学校HP等で
分かりやすく継続的に伝えていく。

〇　昨年度　3.0、2.7、3.2　ave2.9
〇　児童、保護者ともC、Dの評価が２
～3割あり、やや低い評価となっている
が、昨年度より向上している。
◇　昨年度より新設のため、今後も引き
続き、合言葉として浸透させる必要が
ある。

自己評価等　※A～Dの数値は割合
分析及び改善策等

（ 分析○、対策◇ ）

3.2

2.7

○　昨年度　3.3、3.1、3.1　ａｖｅ3.1
○　本年度は、日向市教育研究所の主
導のもと「財中校区授業力プロジェクト」
推進校となり、研究主題を「確かな学力
とたくましく未来を切り拓く力を備えた子
どもの育成」として、取り組んできた。職
員一人一人が個別の課題を持ち、他校
の実践例を取り入れたり、授業を互い
に参観しあったりして手探りで進めてい
る。
◇  個別最適な学びを推進するため
に、さらにタブレットドリルやデジタル教
科書、ロイロノートなどの積極的な活用
を図る。

○　昨年度　3.1、3.0、2.9　ave3.0
○　１の授業工夫と相まって、主体的に
学習することを心がけ、対話のある授
業を目指してきたことで職員の意識が
上がって来ている。
◇　次年度も引き続き、対話のある授
業に取り組む予定であり、児童の主体
性を高めていく。

○　昨年度　3.3、3.1、3.0　ave3.1
○　A・B評価の合計で見ると差はない
が、児童はA評価が多く、ずれが見られ
る。（昨年同様）
◇　全体的に向上しているので、今後も
各種学力調査や単元テストの傾向を保
護者と共有し、学校・家庭が一体となっ
て学力向上を進めるという機運を高め
る。

評価段階 Ａ よくあてはまる = ４ Ｂ ややあてはまる = 3 Ｃ あまりあてはまらない = 2 Ｄ あてはまらない = 1
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児童 75 19 4 2 3.7

保護者 68 23 7 3 3.5

職員 42 58 0 0 3.4

児童 50 40 8 2 3.4

保護者 32 46 17 5 3.1

職員 50 50 0 0 3.5

児童 61 30 7 2 3.5

保護者 62 35 2 2 3.6

職員 42 58 0 0 3.4

児童 56 34 8 2 3.4

保護者 32 61 7 1 3.2

職員 22 70 4 4 3.1

児童

保護者 23 53 19 5 2.9

職員 33 67 0 0 3.3

児童 61 31 6 3 3.5

保護者

職員 63 29 8 0 3.6

2
元気な挨拶や
会釈の定着
のための手立
ての工夫

〇地域でのあいさつは小さな子までで
きている。今後も地域と連携した取組を
期待している。
〇家や学校以外でのあいさつはハード
ルが高いようだ。地域の者として率先し
てあいさつをしていきたい。
〇私の近所の保護者の一例であるが、
毎朝、「いってらっしゃい。ちゃんと大き
な声であいさつをするとよー」と子供を
送っている光景を見かける。
〇私にもしっかりとあいさつしてくれ、う
れしい気持ちになる。
やはり「躾の基本(あいさつ)」は、家庭
からだと改めて感じた。（寝起きのあい
さつの習慣）また、あいさつMVP活動是
非継続をおねがいする。

〇特別支援教育に関する取組が進め
られているものの内容が保護者に伝わ
りにくいと感じる。丁寧でわかりやすい
説明をお願いする。
〇見える化への工夫をお願いする。

3.3

楽しい学校生
活1

〇昨年度も、同様なずれがある評価
だったと思う。評価内容の乖離が何な
のかしっかりと原因の分析を行ってい
ただきたい。
〇誰とでも、気軽に話の出来る明るい
雰囲気が大切。先生同士、児童同士、
先生と児童、学校全体で明るいコミニュ
ケーションづくりに取り組んでほしい。

〇「いただきます」・・自分達が生きる為
に、食に携わってくれた全ての人々に
感謝。
「ごちそうさまでした」・・自分達が生きる
為に、食として命を提供してくれた全て
の動植物に感謝。
一度、言葉で伝える感謝の気持ちを再
認識させ、人の痛みに気づく優しい心
を育くんでいく取り組みをお願いする。
〇まわりの大人の姿をみて育つもの。
親子のコミュニケーションを大切に、家
庭への啓発活動を根気強く継続してほ
しい。

〇家庭環境は、各家庭異なるので学校
外となると非常に難しい問題だと思う。
理想的な過ごし方は あるのだろうが、
学校としては、出来る範囲の支援でよ
いと思う。基本的な生活習慣の定着
は、各家庭に委ねるしかないと思う。

3
温かい人間関
係づくりに向
けた手立ての
工夫

4

規範意識や思い
やりの心、基本
的な生活習慣
（スリッパ並べ、
廊下歩行等）の
定着

5

6 無言清掃 3.5

豊
か
な
心

特別支援教
育の充実

3.5

3.1

〇無言清掃は財中でも徹底しており、
好ましいことである。
〇縦割りの取組はよいと思う。異学年
の仲もよくなったように思う。
〇縦割り活動は大切だと思う。継続し
ていただきたい。
〇活動の継続をお願いする。

〇　昨年度　3.4、／、3.4　ave3.4
〇　児童、職員ともに同様な傾向にあ
り、A評価が上がっている。昨年度途中
から縦割り清掃班にし、上学年と掃除
をすることによる効果もあったと言え
る。
◇　今後も高学年のリーダーシップを活
用し、C、Dゼロを目指す。

〇　昨年度　3.6、3.5、3.3　ave3.5
○　昨年度に引き続き高い。特に児童
の評価が高い。ただし、C、Dの評価を０
にしたい。また、児童・保護者と職員で
はA、Bの割合に、ずれがある。
◇　児童一人一人が生き生きと活動で
きるよう授業力の向上とともに教室が
安全、安心と思える手だてを取り組んで
いきたい。

〇　昨年度　3.5、3.3、2.7　ave3.1
○　児童と保護者・職員のA・B評価に
ずれが見られるが、全体的に上がっ
た。
◇　引き続き、職員間での到達目標を
再度構築し、組織的に対応していく。ま
た学校内外での過ごし方は家庭との連
携が不可欠。同じベクトルで互いに協
力して進める。

〇　昨年度　／、3.0、3.3　ave3.1
○　特別支援教育の内容や実際は、保
護者にはなかなか見えづらい。
◇　新入児保護者説明会でお知らせの
機会を設ける。また職員向けの特別支
援教育だよりを保護者に配付し啓発し
ていく。

〇　昨年度　3.4、3.2、3.2　ave3.2
○　校内での会釈は低学年から高学年
までよくできている。また地域での子ど
も達の挨拶がよくなったとの声も聞かれ
るようになってきた。
◇　「何時でも・何処でも・誰にでも」を
合言葉に、委員会や登校班長会等とも
リンクさせながら、児童への意識づけを
図っていく。

〇　昨年度　3.4、3.5、3.3　ave3.4
○　全体的に向上した。いじめアンケー
トによる振り返りや、人権教室・人権に
関する体験活動等により、相手の気持
ちを思いやる姿勢は育ってきている。た
だし児童のC、D評価を0にしたい。
◇　今後も小さなトラブルの芽を見逃さ
ず、学年・学級の問題にも組織的に対
応していくとともに、児童の自己肯定感
を高めていく。

3.3

3.5

2



児童 58 33 7 2 3.5

保護者 27 59 11 3 3.1

職員 54 38 8 0 3.5

児童 72 18 6 3 3.6

保護者 41 41 14 5 3.2

職員 35 57 9 0 3.3

児童 49 29 14 8 3.2

保護者 45 45 8 2 3.3

職員 26 52 22 0 3.0

児童 50 34 11 5 3.3

保護者 31 42 20 6 3.0

職員 29 58 13 0 3.2

児童 67 23 6 3 3.6

保護者 22 57 20 2 3.0

職員 58 38 4 0 3.5

児童 53 34 9 4 3.4

保護者 22 64 12 3 3.0

職員 50 46 4 0 3.5

4
避難訓練、交
通安全教室
等、安全教育
の充実

1
運動や戸外で
の運動遊びの
奨励

〇学習と同様、がんばりの可視化がモ
チベーションにつながるので継続をお
願いしたい。
〇運動の楽しさを教えてやる事が大切
だと思います。全員で参加し、ゲーム感
覚で楽しめる運動を取り入れたらどうで
しようか。また、インストラター等のスポ
-ツ教室の開催も計画したら良いと思い
ます。保護者の書き込みに昼休み時間
の事が記載されていました。少し気に
なりました。

〇学校で防災マニュアルとして対応に
見合った訓練手順等を策定し定期的な
訓練教育を行う事も一つの方法だと思
います。
〇避難の3原則、① :想定にとらわれな
い② :最善をつくす③ :率先避難者であ
れ(釜石の奇跡からです。参考までに。)
〇今回の保護者への質問内容、評価
結果を見る限り、家庭で命を守る為の
話をする事が非常に重要だと感じまし
た。

3.3

3.2

3.1

3.4

〇　昨年度　3.3、3.2、3.2　ave3.2
○　昨年度とさほど変わらないが、保護
者・職員のC評価がやや増えており、注
意が必要。
◇　食べる量やバランスを考えさせな
がら、授業や日常の指導に取り組む。

〇　昨年度　3.6、3.0、3.5　ave3.4
○　避難訓練や避難練習は計画的に
実施したが、様々な状況に対応できる
ような訓練にはなっていない。
〇　本年度は地域も参加型の練習を実
施できたが、市の訓練も同時期にあり、
検討が必要。
◇　「災害はいつどこで起こるか分から
ない」という視点に立って、新しい訓練
方法を取り入れていくなどの検討が必
要である。

◇非常時引渡し訓練も行う。

2
早寝・早起き・
朝ご飯の定着
に向けた手立
ての工夫

〇健康リズムの確立は保護者の責任
であり、他者が口出しすべきではない
が、次項３を含め、学校で教えてあげる
しかないか。
〇先生方に生活リズムの定着までの指
導は難しいと思う。職員のC評価が多い
のは仕方ないと思う。
〇保護者も忙しく、食事を作る時間もま
まならなく利便性を求め、コンビニに頼
り、家族揃っての食事、会話がなくなっ
てきている事も1つの原因と思う。決し
て子供だけの問題とせずに、親として
やる事を自覚してもらう事しかないと思
うが・・?

3

5 学校の合い言
葉「たくましく」

健
康
・
安
全

3.3

3.37 学校の合い言
葉「あかるく」

豊
か
な
心

給食指導や
弁当の日の
取組による望
ましい食習慣
の育成

〇失敗を恐れずに挑戦できる環境づく
りが大切と思います。その為には、目
標を持たせ失敗しても子供に寄り添っ
て話を聞いてやる事が重要となる。ま
た、人の痛みの分かる優しい心、規則
正しい生活習慣の植付け(躾)も必要か
と思う。

〇　昨年度　3.4、3.0、3.0　ave3.1
〇　A、B評価を合わせるといずれも8割
を超えている。
◇　困難に耐え、そして立ち向かう心の
たくましさと、健康面でのたくましさを伝
え、それに向かって進む指導の工夫が
必要である。

〇理想像は、いつも笑顔で、自分の気
持ちを正直に表現できる事だと思う。そ
の為には、家庭、学校と明るい雰囲気
づくりが重要と考える。また、目標を持
たせ、前向きな気持ちを与えてやる事
も大切だと思う。まずは、保護者、先生
としてキッカケづくりに努めてほしい。

〇　昨年度　3.5、3.0、3.2　ave3.2
〇　全体的に良い傾向であり、昨年度
より全体的に上がっている。児童・職員
と保護者のA、Bは逆になっており、ず
れがある。また、保護者のC、Dは下
がった。
◇　本領域１同様、授業力を高めるとと
もに、特別支援教育の視点からの指導
を大切し、実践していく。

〇学校での取組は十分行われていると
思う。
〇学校給食会に専属の管理栄養士の
方々がおられると思います。定期的に
その方々によるわかりやすい食に関す
る特別授業を開催したり、給食時に実
際に訪問していただき、児童の食につ
いて話を聞いたりする機会を設けていく
と良いのでは。

〇　昨年度　3.4、3.2、2.8　ave3.2
○　引き続き児童のAがかなり高い。職
員はB評価が高いが、A・Bの合計評価
はどちらも９割を超える。
◇　授業においては、スクールスポーツ
プランをもとに計画的・継続的に運動に
取り組ませるとともに、運動量の確保を
していく。

〇　昨年度　3.2、3.4、3.0　ave3.2
○　割合としては大きな変化はないが、
全体的にC評価がやや増えており、注
意が必要。
◇　保護者との連携を密にし、時には
面談等も取り入れながら望ましい生活
リズムの確立を促す。

3



児童 38 37 15 10 3.0

保護者 14 53 29 5 2.8

職員 30 61 4 4 3.2

児童

保護者 43 47 9 1 3.3

職員 30 61 9 0 3.2

児童

保護者 38 55 6 2 3.3

職員 22 78 0 0 3.2

児童 68 22 7 4 3.5

保護者 23 61 15 1 3.1

職員 42 50 8 0 3.3

児童

保護者 24 46 22 8 2.9

職員 33 54 8 4 3.2

児童

保護者 8 61 26 5 2.7

職員 21 58 17 4 3.0

小
中
一
貫
教
育

2 2.8

〇「自主自立の財っ子」=小中一貫で目
指す児童像であるのでビジョンが理解
できるよう具体的な方針を明確にして
いただきたい。

3
　参観日・学
校行事の計
画的実施と内
容の充実

〇参観や学級懇談に来ない、参加しな
い理由は何か。親の意識改革も必要。
改善を望む。
〇保護者の評価としてはおおむね良い
評価で、出席率が低い理由を知るため
にアンケートを取ってみてはいかがだろ
うか。
〇学級懇談については、保護者が懇談
に何を求めているのか事前アンケート
等で把握し、懇談においては、全員が
リラックスして参加できる形式(例えば:
アイスプレイク)等、取り入れてはどうだ
ろうか。
〇本年度は、授業参観を拝見する事が
出来なかったが、参加された運営委員
の方に「授業内容も工夫され、児童もい
きいきと授業をうけていた」と話を聞い
ている。
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〇　昨年度　／、2.7、2.9　ave2.8
○　上記１と同様に多くの時間を取れて
いない。
◇　次年度もプロジェクトは残るので、
職員の意識を高めるとともに、通信や
HP等でアピールをしていく。

〇　本年度、質問内容を少し変更。
○　保護者も職員もC、D評価が１～３
割ある。
◇　キャリパアスポートを活用しつつ、
「キャリア教育の視点」での学習にも注
力する必要がある。

〇　昨年度　／、2.9、3.1　ave　3
○　保護者の評価が高い。学校通信、
学級通信、学校HP、安心メールと情報
発信は定期的に行っている。ただし、保
護者の具体的な反応はあまりつかめて
いない。
◇　今後も定期的に発信するとともに、
ご意見などをいただきながら発信内容
を見直し、充実・改善を図る。

3.0

1 小中一貫の
取組の理解

「自主自立の
財っ子」

3.0

学校経営や
教育活動等に
ついての情報
発信

連
携
等

「自分もみん
なも楽しく」を
めざした手立
てや働きかけ

4 3.3

2

将来に夢をも
ち、地域を大
切にする心

3.3

3.2

〇学校の取組は、よく知っている方だと
思うが、小中一貫については知る機会
がなかった。職員もDの評価があるので
まずは学校内での取組を広めていって
はどうか。
〇根気強く啓発を続けていただきたい。
〇メディアコントロ-ルだけに頼らず資
料配布等、PR活動を広げてほしい。ま
た、取組の基本方針である「知・徳・体」
に体＋食(育)も検討出来ればお願いし
たい。

〇現在の多様化する社会においてキャ
リア教育は不可欠と考える。パスポート
の活用も含め、保護者へしっかりと目
的を伝えてもらいたい。

〇　昨年度　3.7、3.0、3.3　ave3.3
〇　全体的に高い評価だが、児童と保
護者・職員の傾向にずれがある。指導
者側との視点の違いであると考えられ
る。
◇　C、D評価が０になるよう、授業や児
童の主体的な活動を充実させていく。

〇　昨年度　／、3.2、3.2　ave3.2
〇　本年度、授業力向上プロジェクトを
中心にしたため、小中一貫の取組に多
くの時間を取れなかった。
◇次年度もプロジェクトは残るので、学
校通信、学級通信等で啓発は続ける。

〇　昨年度　／、2.9、3.1　ave　3
○　保護者、職員ともおおむね良い。た
だし、参観や学級懇談の出席率がよく
ない。また、参観授業に来ても、廊下で
話していることが多い保護者の様子も
見られる。
◇　児童の活発な様子が見られる参観
授業の工夫や、保護者同士や保護者と
担任がしっかり向き合って話せるような
学級懇談会づくりをしていく。

〇先生によっても違うが、学級だより、
学年だよりを読む機会が多く、楽しみに
している。
〇情報発信、共有は重要な事です。
保護者の反応にとらわれず継続して下
さい。発信内容については、見出し等を
工夫しわかりやすい文章にするなど興
味を持たせる工夫をしたらどうでしよう
か。

〇保護者への質問が「保護者として
も・・・」保護者自身の立場でどうなのか
の問いにA評価が最も低い点は関心が
薄いのではないかと少し気になった。
〇基本は、明るい家庭、学校環境づくり
だと思う。笑顔、会話の絶えない前向き
な取組をお願いする。
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